
継立中学校の閉校記念碑
在校生らによって、除幕式が行われました。
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平成 25 年度

町政功労者表彰式
長きにわたり、町政の発展に尽くされた方の功
績をたたえる「平成 25 年度町政功労者表彰式」
が 11 月 1 日ホテルパラダイスヒルズで行われ、
各分野で活躍された 6 人に椿原紀昭町長から表
彰状が手渡されました。

朝日町内会長として 15 年余の
長きにわたり、会員の親睦融

和に尽力され、町内会行事などを
率先して推進し、地域の発展に貢
献。平成 20 年からは、栗山町内連
合会長として組織の円滑な運営や
町の振興発展に寄与されています。

【自治功労者】
椛澤忠彦さん（朝日３）

栗山消費者協会会長として 12 年
余の長きにわたり、消費者教

育や人材育成に尽力され、消費者保
護活動に貢献されています。また、
本年、北海道社会貢献賞を受賞され
ました。

【産業功労者】
稲　市男さん（錦３）

保護司として 20 年余の長きに
わたり社会奉仕の精神をもっ

て青少年の健全育成に尽力され、犯
罪の無い明るい社会づくりに貢献さ
れ、平成９年からは、栗山地区保護
司会理事として、保護司活動の充実
強化の推進にも寄与されています。

【福祉功労者】
川田澄子さん（継立）

消防団員として 32 年余の長き
にわたり、地域の予消防活動

に尽力され、栗山消防団第三分団長
として住民生活の安全確保と防災に
貢献。また、交通安全指導員として
28 年余の長きにわたり、交通安全
の啓発に尽力されています。

【治安功労者】
鈴木英雄さん（大井分）

交通安全指導員として 28 年余の
長きにわたり、街頭指導など

にあたられ交通安全の啓発に尽力さ
れ、交通事故防止に貢献されていま
す。

【治安功労者】
石田　武さん（松風３）

スポーツ推進委員として、22 年
の長きにわたり、地域スポー

ツの普及推進に尽力され、この間、
卓越した知識と豊富な経験を基に、
本町の社会教育振興に貢献されまし
た。

【教育功労者】
渡邊光章さん（松風３）
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社会福祉貢献者表彰式

火災予防絵画コンクール
小学 1 年生から 3 年生を対象にした火災予

防絵画コンクールで、今年度は近隣 4 町の小
学校 8 校から計 44 点の応募がありました。
町内からは 13 点の応募のうち、3 人の作品が
優秀賞に選ばれ、各小学校の校長室で表彰伝
達式が行われました。

周
す だ

田俊
としなり

誠（角田小 1 年）さん 室
むろ

　叶
か な と

夢（継立小 2 年）さん

嶌
し ま の

野優
こ こ ろ

心（栗山小 1 年）さん

交通功労者・優良運転者等表彰式
栗山地区交通安全協会主催の「交通功労者・優良運転

者等表彰式」が 10 月 25 日、カルチャープラザ Eki で行
われました。栗山町からは功労者として 5 人、優良運転
者として 3 人が表彰を受けました。
【交通功労者表彰】 　　　　【優良運転者表彰】
永田　英隆さん（角　田）　菅原　愛子さん（30 年以上）
金谷　雅人さん（松風３）　岩渕　純子さん（30 年以上）
山﨑　信治さん（松風３）　川合　和彦さん（20 年以上）
岡山　　彰さん（角　田）　川合　和彦さん（20 年以上）
原　佳奈子さん（松風２）　川合　和彦さん（20 年以上）

長年にわたり地域福祉活動などを実践され
てきた方を表彰する『社会福祉貢献者表彰式』

（主催 栗山町社会福祉協議会：橘一也会長）が
11 月 10 日、カルチャープラザ「Eki」で開催
されました。橘会長から 2 人の方に表彰状を、
また、同協議会へ高額寄付をされた 4 人と 1
団体へ感謝状が授与されました。

【社会福祉功労表彰】
藤原　東峰さん（桜丘２丁目）

吉田ハルヱさん（中里）

【感謝状】
※平成 24 年 10 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日までの 1 年

間に高額寄附をいただいた方が対象

・長尾　康博さん   （富士）   ・則武　和晴さん（角田）
・井澤　雅子さん（南学田）・谷口　温松さん（富士）
・栗山高等学校生徒会
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今
月
号
で
は
、
平
成
24
年
度
の

決
算
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足

比
率
」
の
指
標
か
ら
見
る
ま
ち
の

財
政
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
の
概
要
は
、

下
記
の
表
①
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
平
成
24
年
度
の
算
定
結
果
は
？

平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
財

政
状
況
を
健
全
化
判
断
比
率
で
見

て
み
る
と
、
左
記
の
表
②
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
が
、
各
比
率
の
算

定
結
果
が
示
す
と
お
り
、「
健
全

基
準
」
に
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度
を

ピ
ー
ク
に
借
金
返
済
額
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費

■
普
通
会
計

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

統
一
基
準
で
比
較
す
る
た
め
の
会

計
区
分
で
す
。

本
町
の
場
合
は
一
般
会
計
と
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計
を

合
算
し
た
も
の
で
す
。

■
標
準
財
政
規
模

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
使
途

の
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財
源

の
額
の
大
き
さ
を
全
国
統
一
の
基

準
に
よ
り
算
出
し
た
額
で
す
。

本
町
の
平
成
24
年
度
標
準
財
政

規
模
は
、
48
億
５
９
５
２
万
円
で

す
。

比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
に
前

年
度
よ
り
比
率
は
改
善
し
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
本
町
の
比
率

は
、
依
然
と
し
て
全
道
の
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
景
気
低

迷
に
よ
る
税
収
の
減
や
、
地
方
交

付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
の
指
針
で

あ
る
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン

21
」
の
推
進
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

平
成
24
年
度
決
算
の
概
要
②
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用
語
の
解
説

健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
る

ま
ち
の
財
政
状
況
は
？

健全化判断比率と資金不足比率

地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐた
めに設けられた指標で、町の会計のほか、土
地開発公社や町が加入している一部事務組合
などを含めた、まち全体の財政状況を明確に
したものです。

健全化判断比率として「実質赤字比率」、「連
結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来
負担比率」の４項目の指標と、公営企業の財
政状況を把握する「資金不足比率」の公表が
義務付けられています。

それぞれの指標から財政の健全度を「①健
全基準」、「②早期（経営）健全化基準」、「③
財政再生基準」の３段階で表します。

①健全基準

②早期健全化基準、経営健全化基準

③財政再生基準

財政状況が悪化し、「早期（経営）健全化
基準」に区分された場合は、財政（経営）
健全化計画を策定し、自主的な努力により、
財政（経営）再建を図ることになります。

早期健全化基準よりもさらに状況が悪化
し、自主的な立て直しができないと判断さ
れる「財政再生基準」に区分された場合は、
財政再生計画を策定し、国や道の関与のも
と財政再建を図ることになります。町が単
独で行っている施策や公共事業の削減など、
行財政運営全ての面で厳しい制限が加えら
れることになります。

表①



項　　　　　目 平成 24 年度の比率は？

実質赤字比率
普通会計における赤字額が、標準財政規模に対して、

どのくらいの割合であるかを示す指標です。年間の赤
字額の割合が大きいほど、財政運営が深刻化している
ことを表します。

連結実質赤字比率
特別会計を含む全会計における赤字額が、標準財政

規模に対して、どのくらいの割合であるかを示す指標
です。年間の赤字額の割合が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。

実質公債比率
実質的な借金返済額が、標準財政規模に対して、ど

のくらいの割合であるかを示す指標です。借金の返済
額の割合が大きいほど、資金繰りが悪化していること
を表します。本町では、その年の借金返済額が年収の
18.9％を占めていることを示しています。

将来負担比率
今後負担する実質的な負債額が、標準財政規模に対

して、どのくらいの割合であるかを示す指標です。将
来の負担が見込まれる負債の割合が大きいほど、将来、
財政を圧迫する可能性が高いことを表します。本町で
は、今後返済しなければならない借金総額が、その年
の年収の 0.9 倍あるということを示しています。

資金不足比率
各公営企業会計（水道事業、下水道事業）における

資金不足額が、料金収入などの事業規模に対して、ど
のくらいの割合であるかを示す指標です。

数値が大きいほど、経営が深刻化していることを表
します。

※連結実質赤字が発生している道内市町村：２団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

10％ 15％ 20％ 30％

10％ 20％ 30％ 40％

●　栗山町 18.9％（前年 19.6％）

●　全道平均 10.7％（前年 11.7％）

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

15％ 25％ 35％ 40％

●　栗山町 90.4％（前年 93.2％）

●　全道平均 75.1％（前年 87.2％）

健  全  基  準 早期健全化基準

50％ 200％ 350％ 400％

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体
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表② 健全化判断比率と資金不足比率の算定結果　●栗山町の数値　●全道平均の数値

栗山町は赤字額が無いため該当していません

※実質赤字額が発生している道内市町村：0 団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

栗山町は資金不足が無いため該当していません

※経営健全化基準以上の道内市町村：4 団体

健  全  基  準

10％ 20％ 30％ 40％

経営健全化基準

栗山町は赤字額が無いため該当していません



　

右
の
グ
ラ
フ
は
一
般
世
帯
数
の
推
計
を
表

し
た
も
の
で
す
。
一
般
世
帯
数
は
平
成
17
年

国
勢
調
査
時
ま
で
増
加
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
22
年
調
査
時
か
ら
減
少
に
転
じ

ま
し
た
。
平
成
22
年
か
ら
の
10
年
間
で
一
般

世
帯
が
500
以
上
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
平
成
32
年
以
降
は
団
塊
の
世
代
の
減
少

と
と
も
に
、
減
少
が
加
速
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

※
一
般
世
帯
数
と
は
？

　
社
会
施
設
の
入
所
者
、
病
院
等
の
入
院
者
な
ど
は

　
除
く
世
帯
（
住
居
と
生
計
を
共
に
し
て
い
る
人
々

　
の
集
ま
り
）
の
こ
と
で
す
。

　　

現
在
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

お
聞
き
す
る
活
動
の
ほ
か
、
政
策
決
定
の
大

切
な
要
因
で
あ
る
町
の
将
来
人
口
・
世
帯
数

の
推
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
将
来
人
口
の
推
計
で
、
次

期
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
27
～
34
年
の
間
で

１
２
５
０
人
の
人
口
減
少
（

-10.1
％
）
が
見
込
ま

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
年
少
人
口

は
-21.9
％
、生
産
人
口
は

-14.9
％
と
減
少
率
が
高
く
、

逆
に
老
年
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
75
歳
以
上
人

口
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

栗山町第６次総合計画（H27 ～ H34）の策定

どうする？10 年後の栗山町

栗山町第６次総合計画
策定中です。

平成 27 ～ 34 年度（８年間）の町の最上位計画】

　

　

総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
を
定
め
、
福
祉
・
教
育
・
産
業
振
興
・

住
環
境
づ
く
り
な
ど
、
そ
の
期
間
中
に
町
が

進
め
る
全
て
の
政
策
の
根
拠
と
な
る
重
要
な

計
画
で
す
。
町
に
よ
る
毎
年
度
の
事
業
立
案

や
予
算
の
編
成
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
行

わ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
現
行
の
第
５
次
総
合

計
画
が
平
成
26
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
か
ら
新
た
な
計
画
づ
く
り
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
次
期
計
画
は
、
平
成
27
年
度
～

34
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
？

将
来
人
口
・
世
帯
の
推
計

0

1,000

2,000

2,000

3,000

4,000

4,000

5,000

6,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H12 年 H17 年 H22 年 H27 年 H32 年 H37 年 H42 年

0
H22 年 27 年 34 年 42 年

総人口

年少人口
（0 ～ 14）

生産人口
（15 ～ 64）

老年人口
（15 ～ 64）

75 歳以上

13,340

9,687

4,670

12,404

5,627 5,685

6,498

4,673
2,492 2,736

4,658

5,533

11,154

7,488

4,368

2,304
1,484

4,247

2,876

2,770

1,676

797 897 954 963 899

800

805

810768695629489
695

2,019
2,217

2,367 2,358 2,217 2,040

2,590
2,360

2,080
1,864 1,702

1,521

770
1,233

高齢化率
32.7％

高齢化率
41.8％

963

一般世帯推計

高齢者単独

高齢夫婦のみ

世帯主が
（65 歳以上）

世帯主が
（40-64 歳）

5,467
5,141

4,802
4,438

4,061

788

◆ 今後起こりうること ― 人口減少・高齢化の加速から

総人口の減少、生産人口の減少により…

・地域内の消費が減少する？

・税収が減少し町の予算規模が縮小？

・地域活動（町内会・育成会・消防

   団など）が維持できなくなる？

・児童生徒の減少は止まらない？

・公共施設の利用が減少する？

老年人口（65 歳以上）の推移から…

・高齢者の人数は変わらないため病

   院の患者数に変化はない？

・75 歳以上の人口、高齢者単独世帯

   の増加により社会福祉施設、介護

   サービスのニーズが増す？

・公共交通の重要性が増す？

一般世帯数の減少により

・市街地の空洞化が加速する？

・空き家（危険家屋）が増える？

・生産人口減少と相まって、新規住

   宅需要が減少する？

将来人口の推計

将来世帯数の推計
（一般世帯数）

6



◆ 今後検討すべき主な政策課題

人口減少時代への対策を

「若者の移住・定住対策」
子育て世代の減少を抑制（子育て・
教育環境の充実、企業誘致、宅地・
住宅支援、新規就農支援など）

「空き家・空き地対策」
危険な老朽家屋、景観をそこなう空
き地の対策

「地域コミュニィの体制づくり」
町内会・まちづくり協議会などの支援

「都市農村交流の推進」
町外からの交流人口拡大と経済効果
創出（自然・農業体験事業の推進、
合宿誘致、農産物の魅力発信など）

「公共施設の効率的・効果的な活用」
など

高齢社会への対策を その他の主な対策課題

「新たな情報伝達手段の構築」
防災無線・ラジオなどの導入検討

「空き店舗対策の充実」
中心市街の活性化

「広域サービスの構築」
近隣市町村との連携

「コンパクトなまちづくり」
人口減少に対応した住環境・都市基
盤づくり　など

　

こ
ん
に
ち
は
、
一
般
社
団
法

人
栗
山
青
年
会
議
所
理
事
長
の

飯
尾
隆
亮
で
す
。

本
年
は
、

「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち

づ
く
り
す

べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め
に
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
青
年

会
議
所
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
、
故
郷
の
大
切
さ
・
自
然

の
大
切
さ
を
夕
張
川
を
通
じ
て

伝
え
る
た
め
に
、「
サ
ケ
の
稚

魚
放
流
事
業
」
や
「
遡
上
見
学

ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
青
少
年
育
成
事
業
で
は
、

栗
山
町
の
子
ど
も
た
ち
以
外

に
、
由
仁
町
・
長
沼
町
の
子
ど

も
た
ち
に
も
呼
び
か
け
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
「
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
」、
栗
山
町
を
中
心
と
し

た
南
空
知
の
魅
力
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
伝
え
た
「
く
り
や
ま
マ

ル
シ
ェ
」
で
は
、
栗
山
の
野
菜

で
ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
と
企
画

し
、
町
内
の
小
中
学
生
が
考
案

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ

を
、
マ
ル
シ
ェ
当
日
限
定
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普

段
の
生
活
で
は
体
験
出
来
な
い

機
会
を
経
験
し
、
故
郷
の
魅
力

の
出
会
い
、
川
の
魅
力
に
出
会 �

こ
ん
に
ち
は
！

い
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
、

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
た
ち
の
「
笑
顔
」、

子
供
た
ち
の
「
笑
顔
」
と
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
「
笑
顔
」
で

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
・
輝
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
青
年
会
議
所
運
動
を
考

え
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
開
催
し
た
青
年
会
議
所

事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
青
年
会
議
所
運

動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1
年
間
の
青
年
会
議
所
事
業
を
振
り
返
っ
て

3,500 人の来場者で賑わった
くりやまマルシェ

今年、初めての実施
サケ遡上見学ツアー

子どもたちの笑顔があふれたＪＣキャンプ

「健康づくりの推進」
各種健（検）診の受診率向上など

「在宅福祉・在宅医療の推進」
高齢者の地域での生活を支える
 「介護者（ケアラー）支援の充実」
老々介護といわれる状況への対応
 「生きがい創出」
元気な高齢者の社会活動の場づくり

「効果的な町営バスの運営」
生活の足の確保

「地域防災の体制づくり」
高齢者単独世帯の増加に対応

「悪質化する犯罪対策」
高齢者に対する振り込め詐欺、還付
金詐欺への対策

など
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平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎

年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

1
週
間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

◆
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

問
題
に
つ
い
て

現
在
17
人
が
政
府
に
よ
っ
て

拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
政
府
が
認
定
し

た
被
害
者
以
外
に
も
、
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
人
た
ち
が
多
く
い
ま

す
。平

成
14
年
9
月
に
、
北
朝
鮮

は
日
本
人
を
拉
致
し
た
こ
と
を

認
め
、
5
人
の
被
害
者
は
帰
国

し
ま
し
た
が
、
残
り
の
被
害
者

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
納
得
の

い
く
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
警
察
署
警
備
係

☎
�
０
１
１
０

 

冬
の
暴
力
追
放
運
動

　
『
冬
の
暴
力
追
放
運
動
』
は
、

暴
力
団
の
根
絶
に
よ
り
暴
力
の
な

い
明
る
く
安
全
・
安
心
な
北
海
道

の
実
現
を
目
指
し
、
道
民
運
動
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
実
施
期
間

　

平
成
25
年
12
月
15
日
㈰
～

平
成
26
年
１
月
14
日
㈫

道
内
の
暴
力
団
は
、
警
察
の
き

び
し
い
取
締
り
、
北
海
道
暴
力
団

排
除
条
例
の
施
行
、
暴
力
団
排
除

気
運
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
社

会
か
ら
孤
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
組
織
の
維
持
・
拡

大
の
た
め
組
織
の
系
列
化
を
図

り
、
巧
み
に
資
金
獲
得
活
動
を
潜

在
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
学
校

の
冬
休
み
期
間
中
を
暴
力
追
放
の

強
化
月
間
に
設
定
し
、
青
少
年
を

犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
、
暴
力
団

の
資
金
源
を
絶
つ
た
め
、
関
係
機

関
が
実
施
す
る
取
り
締
ま
り
や
各

種
活
動
と
連
動
さ
せ
た
暴
力
追
放

の
道
民
運
動
を
道
内
全
域
に
お
い

て
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

暴
力
団
な
ど
に
は
、「
一
切
お

金
を
出
さ
な
い
」、「
施
設
を
利
用

さ
せ
な
い
」、「
泣
き
寝
入
り
し
な

い
」、「
利
用
し
な
い
」、「
恐
れ
な

い
」
の｢

５
な
い
運
動｣

を
展
開

し
ま
す
。

◎
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
を
注
意
し
、
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
ら
最
寄
り
の
警
察
に

通
報
し
ま
し
ょ
う

○
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と
き
や

少
年
の
非
行
を
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ
の

集
合
や
暴
走
行
為
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
・
督

促
状
は
、
相
手
方
に
確
認
せ
ず

家
族
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る
振

り
込
め
依
頼
に
つ
い
て
は
、
家

族
に
確
認
し
、
す
ぐ
に
お
金
を

振
り
込
む
こ
と
の
無
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

北
海
道
電
力
に
よ
る
と
、
こ
の

冬
は
、
泊
発
電
所
の
再
稼
働
が
見

込
め
な
い
場
合
を
想
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
電
力
需
給
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
最
低
限
必
要
な

供
給
予
備
率
は
確
保
で
き
る
見
通

し
で
す
が
、
発
電
設
備
の
故
障
な

ど
に
よ
る
計
画
外
停
止
な
ど
、
冬

の
北
海
道
に
お
い
て
は
予
定
外
の

電
力
不
足
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
電
力
不
足
に
備
え
る

た
め
、
引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力

を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
期　

間

12
月
9
日
㈪
～
3
月
7
日
㈮
の
平
日

（
12
月
30
日
㈪
～
1
月
3
日
㈮
は
除
く
）

■
時　

間

午
後
4
時
～
9
時

■
節
電
目
標

６
％
（
平
成
22
年
度
の
実
績
と

比
較
）

※
右
記
以
外
の
時
間
帯
に
お
い

て
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
ま
た
ま
だ
間
に
合
う
節
電
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

町
で
は
、
平
成
25
年
12
月
か
ら

平
成
26
年
２
月
ま
で
の
3
カ
月
間

の
う
ち
2
か
月
間
に
前
年
の
同
じ

月
に
対
し
て
５
％
以
上
電
力
使
用

量
の
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
ご
家
庭
に
、
削
減
率
に
応
じ

て
記
念
品
を
贈
呈
す
る
「
く
り
や

ま
w
i
n
t
e
r
節
電
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
の
で
、
所
定
の
応
募
用
紙

に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
記
念
品
の
主
な
内
容
は

◎
ベ
ス
ト
節
電
賞

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

５
万
円
分

◎
参
加
賞

栗
山
産
の
お
米
2
㌕

（
先
着
２
０
０
人
）

◎
削
減
率
5
％
以
上
～
7
％
以
下

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

３
千
円
分

◎
削
減
率
7
％
以
上
～
10
％
以
下

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

５
千
円
分

◎
削
減
率
10
％
以
上

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

１
万
円
分

◎
特
別
賞
（
特
徴
的
で
誰
で
も
取

り
組
め
る
節
電
方
法
を
実
践
さ

れ
た
方
）

栗
山
町
の
特
産
品
５
千
円
相
当

※
詳
し
く
は
町
広
報
11
月
号
に
折

り
込
み
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
町
環

境
生
活
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

ご
家
庭
・
事
業
所
に
お
け
る

節
電
の
お
願
い
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▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
な
ど
、
主

要
事
業
の
追
加
2
件
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
８
６
３
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

82
億
７
６
０
１
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
降
雨

被
害
に
伴
う
修
繕
な
ど
の
補
正

で
す
。

▼
公
用
車
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

平
成
25
年
９
月
17
日
に
発
生
し

た
公
用
車
の
交
通
事
故
に
関

し
、
過
失
割
合
を
、
町
を
１
割
、

相
手
方
を
９
割
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と

で
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

公
用
車
の
交
通
事
故
に
伴
う
損

害
保
険
金
２
０
６
万
８
千
円
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

議

案

議
会
の
動
き

第
６
回
栗
山
町
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
次
の
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
の
分

別
状
況
は
、
適
正
分
別
が
38
％
、

不
適
正
分
別
が
62
％
と
昨
年
同
様

に
悪
い
状
況
で
す
。

不
適
正
分
別
の
内
訳
で
は
、
一

般
家
庭
の
場
合
「
炭
に
で
き
る
ご

み
」「
資
源
に
な
る
紙
」
の
比
率

環
境
に
や
さ
し
く

資
源
に
で
き
る
ご
み
は
資
源
に
！

～
平
成
25
年
度
ご
み
質
調
査
の
結
果
～

「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
の
分
別

は
、
適
正
分
別
が
66
％
、
不
適
正

分
別
が
33
％
と
昨
年
よ
り
低
下
し

て
い
ま
す
。
不
適
正
分
別
の
大
半

が
「
資
源
に
な
る
紙
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、携
帯
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
危
険

物
の
混
入
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
今
後
も
適
正
な
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。

紙
お
む
つ
、
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
の

分
別
も
多
く
は
適
正
に
分
別
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
中
に
汚
物
が
入
っ

た
ま
ま
の
物
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
汚
物
は
ト
イ
レ
に
流
し
て
か

ら
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

菓
子
な
ど
の
箱
類
の
中
の
ア
ル
ミ

系
の
袋
や
銀
紙
は
「
炭
」
に
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
「
炭
に
で
き
る
ご

み
」
は
、
施
設
内
で
作
業
員
が
再

炭にできないごみの収集内訳

適正に分別さ
れていた割合

分別が不十分
だった割合

62％
38％

炭にできるごみ

26％資源紙

16％

プラスチック

19％

生ごみ類

20％

その他（医療系、
車の部品など）

1％
その他資源類
6％

電池・金属類

12％

分別が不十分だったごみの内訳
（62％の内訳）

炭にできないごみの

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
、
適
正
分
別
の

「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
以
外
の
硬
質
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
割
合
が
増
え
適
正

に
分
別
さ
れ
て
い
る
状
況
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
は
最

終
処
分
場
に
埋
め
立
て
て
お
り
、

適
正
な
分
別
は
最
終
処
分
場
の
延

命
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

度
手
選
別
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

で
き
た
「
炭
が
」
資
源
と
し
て

有
効
に
活
用
で
る
よ
う
に
、
よ
り

適
正
な
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

よ
り
多
く
の
ご
み
を「
資
源
化
」

し
て
い
く
た
め
に
、
全
て
の
ご
み

分
別
の
徹
底
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

炭にできるごみの収集内訳

適正に分別さ
れていた割合

分別が不十分
だった割合

34％

66％

炭にできない
ごみ

18％

資源紙

61％

プラスチック

生ごみ類 8％
その他資源2％

4％
電池・金属類

7％

分別が不十分だったごみの内訳
（34％の内訳）

炭にできるごみの

炭
に
で
き
る
ご
み
の
状
況

（
茶
色
の
ご
み
袋
）

炭
に
で
き
な
い
ご
み
の
状
況

（
緑
の
ご
み
袋
）

ご
み
の
分
別
状
態
を
確
認
す
る

た
め
に
、
毎
年
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
無
作
為
に
ご
み
を
回

収
し
、
ご
み
質
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
10
月
21
日

と
22
日
に
回
収
し
、
そ
の
分
別
状

況
を
分
析
し
ま
し
た
の
で
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
‼

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12
月
～
３
月
に

流
行
し
ま
す
。

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
を
体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
や
周

囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
広
げ
な

い
た
め
に
、一
人
一
人
が「
か
か
ら
な
い
」「
う

つ
さ
な
い
」
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪
は
ど
う

違
う
の
？

普
通
の
風
邪
の
多
く
は
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
咳
な
ど
の
症
状
が
中
心

で
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。一

方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。
38
℃
以
上
の
発
熱
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
、
全
身
の
症
状
が
突

然
現
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
普
通
の
風
邪
と
同

じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
咳
な
ど

の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
、
肺
炎
や

脳
症
な
ど
を
併
発
し
て
重
症
化
し
て
し
ま
う

人
も
い
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
？

①
正
し
い
手
洗
い

②
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

③
予
防
接
種
を
受
け
る

④
適
度
な
湿
度
を
保
つ

⑤
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
る

こ
の
５
つ
が
大
切
で
す
。
特
に
①
は
重
要

で
す
。

◆
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
は
？

ま
ず
、
手
洗
い
の
前
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？

・
爪
は
短
く
切
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

・
時
計
や
指
輪
は
外
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

①
流
水
で
よ
く
手
を
ぬ
ら
し
た
後
、
石
け
ん

を
つ
け
、
手
の
ひ
ら
を
よ
く
こ
す
る

②
手
の
甲
を
の
ば
す
よ
う
に
こ
す
る

③
指
先
・
爪
の
間
を
念
入
り
に
こ
す
る

④
指
の
間
を
洗
う

⑤
親
指
と
手
の
ひ
ら
を
ね
じ
り
洗
い
す
る

⑥
手
首
も
忘
れ
ず
に
洗
う

※
特
に
、
③
、
⑤
、
⑥
は
普
段
や
っ
て
い
な

い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

正
し
い
手
洗
い
は
、
今
日
か
ら
で
も
実
践

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
！

◆
日
程　
　

12
月
17
日
㈫

◆
場
所
・
時
間

・
松
原
産
業　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

・
栗
山
警
察
署　

正
午
～
午
後
１
時

・
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南　

午
後
１
時
25
分
～
２
時
25
分

・
栗
山
赤
十
字
病
院　

午
後
２
時
40
分
～
４
時

◆
日
時　

１
月
22
日
㈬　

午
前
７
時
～

◆
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
象　

35
歳
以
上
の
町
民
の
方
（
昭
和
53

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
料
金　

・
胃
が
ん　

 　
　

１
０
０
０
円

・
肺
が
ん　
　
　
　

3
0
0
円

・
大
腸
が
ん　
　
　

5
0
0
円

※
40
歳
～
74
歳
で
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
、
特
定
健
診
も
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。

インフルエンザ対策について、栗山赤十字病
院臨床研修医の木内隆之氏に聞きました！

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

　

献
血
の
お
知
ら
せ
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前
回
は
超
高
齢
社
会
、
健
康
寿
命
の
話
で

し
た
が
、
今
回
は
「
8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル

ニ
イ
マ
ル
）
運
動
」
に
つ
い
て
日
本
歯
科
医

師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介

し
た
し
ま
す
。

8
0
2
0
運
動
と
は
、
平
成
元
年
よ
り

厚
生
省
（
当
時
）
と
日
本
歯
科
医
師
会
が
推

進
し
て
い
る
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上

自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。

20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ

ぼ
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
生
涯
、
自
分
の
歯
で

食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
と
の

願
い
を
込
め
て
こ
の
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
り
続
け

る
た
め
に
は
、
生
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で

の
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
健
康
な
歯
を

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ「
８
０
２
０
」

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
８
０
２
０
は
夢
で
は
な
い

日
本
歯
科
医
師
会
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て

も
豊
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
、
自
分
の
口

か
ら
食
事
を
と
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
達
成
率
は
、
運
動
開
始
当
初
は

７
％
程
度
（
平
均
残
存
歯
数
４
～
５
本
）
で

し
た
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
平
成
17

年
：
歯
科
疾
患
実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
80

歳
～
84
歳
の
８
０
２
０
達
成
率
は
21
・
１
％

で
、
85
歳
以
上
だ
と
８
・
３
％
に
ま
で
伸
び

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、厚
生
労
働
省
の「
健

康
日
本
21
」
で
は
中
間
目
標
と
し
て
達
成
率

20
％
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
に
出
さ

れ
た
中
間
報
告
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る
25
％

を
達
成
し
ま
し
た
。

歯
を
失
う
原
因
で
最
も
多
い
の
が
歯
周
病

で
す
。
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ
る
こ
の
病
気

は
、
初
期
を
含
め
る
と
成
人
の
80
％
以
上
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
仕
事
の
忙
し

さ
に
任
せ
て
、“
暴
飲
暴
食
”
な
ど
、
日
常

の
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
歯
周
病
に
つ
な
が
り

ま
す
。
個
々
の
自
覚
が
大
事
で
、
予
防
は
や

る
気
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
歯
磨
き
な
ど
毎
日

の
手
入
れ
と
併
せ
て
、
口
の
中
の
衛
生
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
に
定
期
的

に
通
う
習
慣
を

身
に
付
け
て
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

そ
し
て
、「
食

べ
た
後
や
寝
る

前
に
磨
く
」
と

い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
が
、
例
え
ば
、
歯
磨
き
な
ど
の
正
し
い

方
法
や
、
歯
磨
き
な
ど
と
併
用
す
る
と
良
い

オ
ー
ラ
ル
リ
ン
ス
な
ど
、
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
師
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
８
０
２
０
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
て

現
在
、
日
本
歯
科
医
師
会
は
、
８
０
２
０

運
動
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

８
０
２
０
達
成
者
が
50
％
を
超
え
る
社
会

「
８
０
２
０
健
康
長
寿
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
達
成
者
は
非
達
成
者
よ
り
も
生

活
の
質
を
良
好
に
保
ち
、
社
会
活
動
意
欲
が

あ
る
と
の
調
査
結
果
や
、
残
っ
て
い
る
歯
の

本
数
が
多
い
ほ
ど
寿
命
が
長
い
と
い
う
調
査

結
果
も
あ
り
ま
す
。

■
８
０
２
０
が
達
成
で
き
な
く
て
も

仮
に
８
０
２
０
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
方

も
、
し
っ
か
り
と
噛
み
合
い
、
き
ち
ん
と
噛

む
こ
と
が
で
き
る
義
歯
（
入
れ
歯
）
な
ど
を

入
れ
て
口
の
中
の
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と

で
、
20
本
あ
る
の
と
同
程
度
の
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。
義
歯
を
含
め
た
歯
で
食
べ
物
を

し
っ
か
り
噛
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
全
身
の
栄

養
状
態
も
良
好
に
な
り
ま
す
し
、
よ
く
噛
む

こ
と
で
脳
が
活
性
化
さ
れ
、
認
知
症
の
リ
ス

ク
が
軽
減
す
る
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
続
け
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
も
定
期
的
に
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
行
き
、
口
の
中
の

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

（
以
上
、日
本
歯
科
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

■
上
手
な
歯
科
の
か
か
り
方

前
回
健
康
寿
命
を
の
ば
す
上
手
な
歯
科
の

か
か
り
方
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
こ

の
患
者
さ
ん
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は

「
歯
科
医
療
者
と
目
標
を
共
有
し
て
通
院
し

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ん
だ
か
難
し
そ
う
で
す
が
、
内
容
は
簡

単
で
す
。
例
え
ば
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

た
い
家
族
や
友
人
と
楽
し
い
会
話
を
し
た

い
、
思
い
っ
き
り
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
い
た
い
な

ど
の
希
望
。
い
つ
ま
で
？
生
涯　

死
ぬ
ま
で

　

で
き
る
だ
け
長
く　

と
期
間
を
決
め
る
と

希
望
が
目
標
に
な
り
ま
す
。

目
標
が
わ
か
れ
ば
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

患
者
さ
ん
と
医
療
者
が
共
同
作
業
す
れ
ば
い

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

目
標
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
な
い
方
は
一
度
か

か
っ
て
い
る
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
と
お

話
し
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
い

ま
ま
で
あ
っ
た
「
歯
科
は
困
っ
た
時
に
、
い

や
だ
け
ど
仕
方
な
く
行
く
と
こ
ろ
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
運
動

健康のコラム
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町住民福祉課
福祉・子育てグループ

☎73- 2222

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
や
、
障
が
い
の
あ
る
20
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
へ

の
手
当
を
紹
介
し
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
制
度

【
受
給
資
格
の
あ
る
方
】

　

栗
山
町
内
に
住
所
が
あ
る
、
ひ
と
り
親

家
庭
で
次
の
①
～
⑧
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
18
歳
未
満
の
年
度
末
（
障
が
い
の
あ

る
方
は
満
20
歳
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
ひ
と
り
親
の
方
、
ま
た
は
、
代
わ

り
に
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
（
母
）
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
（
母
）
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童

⑥
父
（
母
）
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

■
特
別
児
童
手
当
制
度

【
受
給
資
格
の
あ
る
方
】

　

栗
山
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
や
精

神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
の

父
母
、
ま
た
は
、
父
母
に
代
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

※
児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
受

給
資
格
に
更
新
時
期
が
あ
り
ま
す
。
更

新
す
る
た
め
に
は
医
師
の
診
断
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※
養
育
者
な
ど
の
所
得
制
限
が
あ
り
、
毎

年
一
度
、
児
童
の
状
況
や
前
年
の
所
得

な
ど
の
申
告
の
た
め
現
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
手
当
月
額
※
10
月
分
か
ら
手
当
額
改
正
】

・
一　

級　
　

５
０
０
５
０
円

　
　
　
　

  （
旧
５
０
４
０
０
円
）

・
二　

級　
　

３
３
３
３
０
円

　
　
　
　

  （
旧
３
３
５
７
０
円
）

【
支
給
月
】

4
月
・
8
月
・
11
月
（
４
カ
月
分
ず
つ
）

る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑧
父
・
母
と
も
に
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

※
養
育
者
な
ど
の
所
得
制
限
が
あ
り
、
毎

年
一
度
、
児
童
の
状
況
や
前
年
の
所
得

な
ど
の
申
告
の
た
め
現
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
的
年
金
を
受
給

で
き
る
方
や
、
事
実
婚
（
婚
姻
届
は
出

し
て
い
な
い
が
、
婚
姻
と
同
じ
状
態
に

あ
る
）
と
な
る
方
は
支
給
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

【
手
当
月
額
※
10
月
分
か
ら
手
当
額
改
正
】

・
全
額
支
給　
　

４
１
１
４
０
円

　
　
　
　

 　

 （
旧
４
１
４
３
０
円
）

・
一
部
支
給

　
　
　

９
７
１
０
円
～
４
１
１
３
０
円

　

  （
旧
９
７
８
０
円
～
４
１
４
２
０
円
）

【
支
給
月
】

4
月
・
8
月
・
12
月
（
４
カ
月
分
ず
つ
）

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
囲
碁
や
将

棋
、
こ
ま
、
け
ん
玉
、
お
手
玉
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
児
童
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
時
間
や
内
容
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
内　

容
】

　

囲
碁
・
将
棋
・
百
人
一
首
・
け
ん
玉
・

こ
ま
・
手
芸
な
ど
の
指
導 

ほ
か

【
活
動
日
・
時
間
】

・
月
～
金
曜
日

　

午
後
2
時
30
分
～
5
時
の
間
で
都

合
の
良
い
時
間

・
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
12
時
、　

午
後
2
時

～
5
時
の
間
で
都
合
の
良
い
時
間

【
問
い
合
わ
せ
】

　

児
童
セ
ン
タ
ー
（
中
央
４
）

※
栗
山
小
学
校
向
か
い

　

☎
�
０
８
０
１　
　

担
当  

渡
部

お
じ
い
ち
ゃ
ん
&
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
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信太久氏切手ちぎり絵展
期間／ 12月2 日㈪～ 30 日㈪
使用済み切手を使って、風景や、花
の作品を模写したちぎり絵展。1 年
をかけて製作した作品もあります。 
ぜひご覧ください。

ジュエリーフラワー作品展
期間／ 12月15 日㈰～ 21 日㈯　
キラキラ輝くジュエリーフラワーア
レンジで夢のある時間をお楽しみく
ださい。

てってって広場
12 月から来年 3 月まで、てってって
広場はお休みします。４月からは新
たなメニューを加えて再開します。
よろしくお願いします。

大好評！手打ちそば
12 月は 6日㈮・13日㈮・20日㈮です。
11：30 ～ 12：30

  街かど介護相談
日時／第２・4金曜日　11：00 ～13：00

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
などご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

ま ち の ひ ろ ば

１ ２ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】栗山消費者協会　☎ 72-3581

2013 栗山公園だより 12 月号　vol.69

健康食品送りつけの新手口
注文した覚えのない『商品と現金書留封筒』が送られ
てきて、あとから電話などで脅すような口調で支払い
を迫られたという相談がよせられています。

■相談事例
覚えがないのに「注文を受けた健康食品を送る」と電話があり、
「キャンセルはできない。録音している。裁判にかける」などと
言われたため、仕方なく承諾した。商品と一緒に、氏名や金額な
どが記入された現金書留の封筒が入っていて、数日後、「年金が
入ったらすぐに払え」と脅しの電話があり電報まで届いた。

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

断ったにもかかわらず一方的に商品を送りつけられても、受
け取らないようにしましょう。受け取ってしまっても絶対に
お金を払わずに、南空知消費生活相談室に相談ください。

■消費者へのアドバイス

くりやまギフトカード
プレミアム付商品券販売
日時／ 12月14 日㈯　10：00 ～
１ｾｯﾄ 10,000 円を購入すると 1,000
円分のプレミアム※ 1 人 2 セット
まで（栗夢プラザ 400 セット・あ
けぼのストアー 50 セット・継立
セブンイレブン 50 セットを用意。
無くなり次第終了）

　２０１３年のいろいろな数字を集めました。左の内
容と右の数字を結んでみてね！（たかはしダリア調べ
です。答えは下の方にあります。）

7 月 28 日㈰に開催した
こどもまつりの来園者数 ２

2013 年栗山公園の来園者数
（ヒント：2012 年は 56,543 人） ３

栗山監督応援花壇プレート記
入者数

４

なかよし動物園の動物の数
（ヒント：動物は 16 種類だよ） １ ・

・

・

・

１０２A

１, ０１４B

８４C

６１，９４８D

・

・

・

・

こたえ　①-Ａ　②-Ｂ　③-Ｄ　④-Ｃ

栗山公園の

13 広報くりやま   2013.12



 栗山町教育振興会主催（坪田弘会長）の音楽のつど
いが 10 月 24 日、栗山小学校の体育館で開かれました。
栗山町内の小学校 3 校、中学校 2 校が勢ぞろいし、そ
れぞれ合唱や器楽合奏など、日ごろの練習の成果を披
露しました。今年で最後の参加となる継立中学校は、
全校生徒 42 人が参加し、校歌など合唱 3 曲を披露。
また、最後に参加児童生徒全員で『ＢＥＬＩＥＶＥ』
を合唱しました。

音楽のつどい開催
町内の小中学校が一堂に会する

自分を褒めることが大切
香山リカさんが健康づくり講演会

総合福祉センター「しゃるる」で 11 月３日、「栗山町
こころの健康づくり講演会」が開催されました。講師に、
テレビや、新聞のコラムなどで活躍されている精神科医
で立教大学教授の香山リカさんを招き『ストレスに負け
ず元気に暮らす』と題し講演。香山さんは「ストレスの
溜まりやすい厳しい現代社会であっても自分自身に対し
て厳しい方が多い。できなかったことを責めることより
も、できたことを自分で褒めて労うことが大切」と呼び
かけ、約 200 人の来場者は熱心に耳を傾けていました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

南スーダンから帰国
医療支援で派遣の栗山赤十字病院　鈴木さん

4 月から 6 カ月間、北アフリカの南スーダン共和国へ
医療支援のため派遣されていた栗山赤十字病院の鈴木聡
子さんが、11 月 5 日、椿原紀昭町長へ帰国の報告に訪
れました。鈴木さんは、現地の外科チームの一員として、
南スーダンのマラカル市に派遣。運動療法などの理学療
法技術の提供や、現地スタッフへの指導などを行ってき
ました。鈴木さんは「南スーダンの人たちはとても親切
で、貴重な体験ができました。機会があればまた海外で
医療支援活動をしたいです」と話していました。

絵に描いたケーキが本物に
お絵描きコンテスト「食べてみたいケーキ」

シャトレーゼカントリークラブ札幌（森）が主催す
るお絵かきコンテスト『たべてみたいケーキ』で、栗
山めぐみ幼稚園の廣岡さくらさん（5 歳）が、見事、
グランプリに輝きました。応募総数 92 点の中から受
賞した、さくらさんが描いたケーキは、ガトーキング
ダム札幌のパティシエが本物の手作りケーキにして、
さくらさんにプレゼントされました。さくらさんは「フ
ルーツがたくさんのったケーキを食べたいと思って描
いた。はやく食べたい」と受賞を喜んでいました。
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おいしいお米日本一を決める「第 3 回米 - １グランプ
リ in らんこし」の決勝大会が 11 月 16 日、蘭越町で行
われ、JA そらち南「ゆめぴりか」生産組合の南坂明憲
さんが生産した「ゆめぴりか」がグランプリに輝きまし
た。また、JA そらち南米作研究会の鷲尾正臣さんの「ゆ
めぴりか」も準グランプリに選出。栗山産のお米が上位
の２賞に選出される快挙を成し遂げました。11 月 18 日、
町へ報告に訪れた南坂さんは、「来年もグランプリを目
指しおいしいお米作りに励みたい」と話していました。

栗山町 検索

福祉の心を育もう
2013 ふれあい広場くりやま開催

助け合いの心や支えあいの心を育んでもらおうと
「2013 ふれあい広場くりやま」( 社会福祉協議会主催 )
が 11 月 10 日、カルチャープラザ「Eki」で開催されま
した。福祉ボランティア団体などによる出店や展示コー
ナー、福祉体験スタンプラリー、豪華景品が当たる恒例
のふれあい大抽選会が行われました。また、めぐみ幼
稚園の園児による手話を交えての歌やよさこい踊りや、
チャンバラのパフォーマンスグループによるショーなど
が行われ会場は盛り上がりました。

特定非営利活動法人全国水環境交流会が主催する「北
海道“いい川”づくり研修会」が、11 月 15 日、16 日
の両日、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスなどで
開催されました。河川が本来有している生物の良好な成
育環境に配慮し、あわせて美しい自然景観の保全や創出
を目的とした「多自然川づくり」とは何かをテーマとし
て、国土交通省河川研究室の福島雅紀氏や、サケ・マス
の生態研究の第 1 人者である河村博氏の講演などがあ
り、約 70 人の参加者は熱心に聞き入っていました。 

秋の里山の恵みを堪能
落ち葉で焼く焼きも！窯で焼くピザ！

 ＮＰＯ雨煙別学校主催による「秋の里山たきび塾」
が 11 月 9 日、10 日の両日で開催され、札幌などから親
子連れ 16 組 39 人が参加しました。富士の水上農園で、
平飼いの鶏の卵拾いを体験し、昼食で、目玉焼きや、卵
焼き、たまごかけごはんなど好きな調理法で生みたての
新鮮たまごを堪能。その後も、大量の落ち葉を使用して
焼き上げる焼き芋づくりや、レンガで組み立てた窯で焼
く手作りのピザづくりに挑戦するなど、秋の里山の恵み
とおいしい味覚を家族で楽しみました。 

いい川づくりを学ぶ
全道から川づくりの関係者が集まる

おいしいお米日本一
栗山産のお米がグランプリと準グランプリ獲得
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町道民税　　 ④期  ※コンビニ可
町税納期限

12 月 25 日
水

● 22 日㈰は 8：30 ～ 12：00 に納税相談！
　他の方との重複を避けるためにまずはお電話を。
●役場では、土・日曜日、祝日は出納業務をしていま

せん。コンビニ納付をご利用ください。
●滞納分もコンビニ納付が可能です。ご連絡ください。 納税は便利な口座振替をご利用ください

課税の内容について　町税務課課税グループ  ☎ 73-7505　　　　納税に関するご相談　町税金対策室   ☎ 73-7506

く
ら
し

工
業
統
計
調
査
を
実
施

　

製
造
事
業
所
を
対
象
に
平
成
25
年
工

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら

来
年
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
う
か
が

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
2

固
定
資
産
に
異
動
が
あ
れ
ば

ご
連
絡
を

　

土
地
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の
状
況
に
よ
っ

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
の
新
築
や
増

築
、
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出

が
必
要
で
す
。
特
に
、
車
庫
や
物
置
、

倉
庫
な
ど
は
忘
れ
が
ち
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
有
者
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
相
続
登
記

や
今
後
納
税
さ
れ
る
方
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

◆
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
4

指
定
管
理
者
選
定
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
般
公
開

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図

書
館
の
指
定
管
理
者
選
定
（
更
新
）
に

係
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

12
月
6
日
㈮　

午
後
6
時
～
7
時
30
分

◆
場
　
　
所

役
場
新
庁
舎
３
階
第
１
会
議
室

◆
内

容

応
募
団
体
に
よ
る
施
設
の
管
理
運
営
の

考
え
方
や
自
主
事
業
の
展
開
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
、
お
よ
び
選
定
委
員
と
の

質
疑
応
答
を
一
般
公
開

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
3

事
業
所
得
な
ど
の
帳
簿
関
係

書
類
の
保
存
制
度
が
拡
大

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
、
事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
・
山
林
所
得
の
生
じ
る
業

務
を
行
う
す
べ
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ
　
岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6（
2
2
）0
8
1
0

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.nta.go.jp

建
物
火
災
が
多
発
！

　

町
内
で
空
き
家
な
ど
火
の
気
の
な
い

建
物
か
ら
の
火
災
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

･
家
の
ま
わ
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

･
門
扉
、
物
置
、
車
庫
な
ど
の
戸
締
り
を

徹
底
す
る
。

･
住
宅
か
ら
離
れ
て
い
る
納
屋
、
物
置
は

定
期
的
に
見
ま
わ
り
を
行
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
行
い
地
域
住

民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
慰
霊
友
好
親
善
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
地
域

　

旧
満
州
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ア
ッ

ツ
島
、
旧
ソ
連
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
な
ど

◆
参
加
費　
　

       

９
万
円

◆
問
い
合
わ
せ

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
0
3（
3
2
6
1
）5
5
2
1

国民健康保険税 ⑥期  ※コンビニ可

後期高齢者医療保険料  ⑥期
介護保険料  　 ⑥期
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

栗
山
地
区
新
年
交
礼
会

◆
日
　
　
時

平
成
26
年
１
月
７
日
㈫

午
後
５
時
30
分
～

◆
場
　
　
所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
会
　
　
費　

８
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
17
日
㈫

◆
申
込
先

　
商
工
会
議
所
ま
た
は
所
属
町
内
会
長

へ
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
個
別
に
は
ご
案
内
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

ク
リ
ス
マ
ス
用
ウ
ッ
ド
バ
ー

ニ
ン
グ
ク
ラ
フ
ト
作
り

◆
日

時

　

12
月
21
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

◆
内
　
　
容

　

木
を
材
料
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
用
の

ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
ク
ラ
フ
ト
作
り

◆
場

所

栗
山
町
森
林
組
合
（
栗
山
町
字
湯
地
※

栗
山
中
学
校
西
側
）

◆
受
講
料　
　

無　

料

◆
定

員　
　

10
人
（
先
着
）

◆
申
込
期
限
　　

12
月
13
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

く
り
や
ま
女め

も
り森
ー
の
会
（
栗
山
町
森
林

組
合
内
）
☎
�
８
1
2
2

や
さ
し
い
　
　
　
　
　
　
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

◆
日
時
・
内
容

①
12
月
13
日
㈮ 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　

講
義
「
病
気
の
理
解
と
病
気
を
持
っ
た

人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」

北
広
島
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

院
長　

穴
澤 

龍
治 

氏

②
12
月
20
日
㈮ 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　

体
験
発
表　
「
病
気
を
持
っ
た
本
人
・

家
族
・
支
援
者
の
立
場
か
ら
～
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
～
」

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

Y
U
N
I
‐
F
A
C
T
O
R
Y

 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

橋
本 

隆
行　

氏

◆
場

所　

南
幌
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
い

く
る
（
南
幌
町
中
央
３
）

◆
対

象　

一
般
の
方

◆
参
加
料　

無　

料

◆
申
込
方
法

12
月
10
日
㈫
ま
で
に
町
地
域
医
療
・
保

健
対
策
室
に
申
し
込
み
☎
�
2
2
5
6

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
精
神
保
健
福
祉
協
会
（
岩
見
沢

保
健
所
内
）

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
1
2
1

演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
　
　
　
　

和
太
鼓
体
験
教
室

◆
日

時

平
成
26
年
1
月
・
2
月
の
金
曜
日
（
3

～
4
回
程
度
）　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

◆
場

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
E
k
i

◆
内

容　

和
太
鼓
の
体
験
教
室

◆
対

象

　

未
就
学
児
（
年
中
）
か
ら
小
学
年
5
年

生
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
み
の
り
太
鼓　

原

　

☎ 

�
6
1
7
8

悪質な訪問販売にご注意を
「町の職員だ」、「町から依頼された」など

と偽る悪質な訪問販売が発生しています。
町では次のようなことは一切行っておりま
せんので。不審に思われたときは、身分証
明書の提示を求めるか町建設水道課にお問
い合わせください。

▪依頼をしていない検査や点検
▪浄水器などの販売やあっせん
▪水道管の洗浄を勧める営業
▪電話や訪問でのアンケート

北海道の最低賃金が改定

時間額
※ 10 月 18 日効力発生

催
し

講
習

道内で事業を営む使用者およびその事業場で働くすべての労
働者（臨時、パートタイマー、アルバイト、などを含む）に
適用される北海道最低賃金が改定されました。

December
12

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月

17 広報くりやま   2013.12



栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・

初
心
者
教
室

【
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
】

◆
対

象

小
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
５
級
程
度

以
上
）、
未
就
学
児
（
年
長
児
）

※
栗
山
町
ス
キ
ー
場
の
コ
ー
ス
を
滑
り
降

り
ら
れ
る
お
子
さ
ん

※
初
心
者
の
お
子
さ
ん
は
、事
前
に
「
キ
ッ

ズ
教
室
」
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

平
成
26
年
１
月
6
日
㈪
～
17
日
㈮
の
平

日
お
よ
び
13
日
（
月
・
祝
）
を
含
む
全
10
回

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

栗
山
町
ス
キ
ー
場

◆
内

容

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
１
級
を
目
指
し
た

ポ
ー
ル
練
習

◆
受
講
料　

７
千
円

※
傷
害
保
険
含
む
。
リ
フ
ト
代
別
途

◆
定

員　

40
人

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

12
月
18
日
㈬　

午
後
7
時
30
分
～

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日　

説
明
会
当
日
に
受
付

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
備
付
け

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

桐
越
浩
志

☎
０
９
０（
３
０
１
９
）１
３
２
６

【
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
】

◆
対

象

未
就
学
児
（
年
長
児
）
～
小
学
２
年

生
（
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
お
子
さ
ん
、

初
心
者
）

※
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
」
を
受
講

希
望
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
方
は
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

12
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
の
２
日
間

【
28
日
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

【
29
日
】
午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

三
笠
市
桂
沢
ス
キ
ー
場

◆
内

容

「
止
ま
る
」「
回
転
で
き
る
」
を
目
標
に
、

リ
フ
ト
を
利
用
し
た
短
期
集
中
講
座

◆
受
講
料　

7
千
円

※
傷
害
保
険
含
む
。
リ
フ
ト
代
別
途

◆
定

員　

　

15
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

12
月
18
日
㈬　

午
後
６
時
30
分
～

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日　

説
明
会
当
日
に
受
付

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
備
付
け

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

☎
０
９
０（
１
５
２
６
）３
３
５
６

危
険
物
取
扱
者
試
験
　
　
　
　

準
備
講
習

◆
日
時
・
場
所

　

平
成
26
年
1
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

北
農
健
保
会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北
4

条
西
7
丁
目
）

※
そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
お
よ
び
そ
の
火
災
予
防

お
よ
び
消
火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
講
料

　

会　

員　
　
　

    　
8
千
円

　

非
会
員　
　
　

    　
1
万
円

◆
受
付
期
間

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
。
予
定

人
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
場
合
あ
り
。

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

講
習

日　時　　平成 26 年 1 月 25 日 　  開場 17：00   開演 17：30
場　所　　小林酒造 酒の郷なつかしホール（錦 3 丁目）
前売り券　一般 2,000 円　学生 1,000 円 ※当日券は 500 円増し
　　　　　（チケットは COFFEE SHOP tomorrow、白光堂楽器店にて販売）

CHAGE and ASKA、谷村新司の元レギュラードラマーで、通称『手数王』こ
と 菅沼孝三さんがやってくる！地元栗山の YOSAKOI チーム、OH!! 夢乱咲と
のコラボや、岩見沢、札幌のドラマーとのスーパードラムバトルが見どころ！

【問い合わせ】
OTO-MAU くりやま 松本  ☎ 090-3393-4677

土

・場　所　カルチャープラザ「Eki」ロビー
・主な曲　ジングルベル、荒野のはてに、道 ほか
・ゲスト　ホワイトフリージア ほか

栗山少年少女合唱団

【問い合わせ】代表　大高　☎ 72-7297

クリスマスロビーコンサート

12
14

開演 13：30 ～
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

玉
掛
け
技
能
講
習

◆
日

時

平
成
26
年
1
月
20
日
㈪
～
23
日
㈭
（
全

4
日
間
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
場

所

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ
（
岩
見
沢

市
有
明
町
南
1
）
※
実
技
は
J
A
い

わ
み
ざ
わ
情
熱
米
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
岩
見

沢
市
志
文
町
）

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
受
講
料　

　

2
5
3
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
労
働
基
準
協
会

　

☎
０
１
２
６
（
２
4
）
3
0
8
7

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

◆
日

時

平
成
26
年
1
月
27
日
㈪
～
30
日
㈭
（
全

4
日
間
）
午
前
8
時
～
午
後
5
時

◆
場

所

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ
（
岩
見
沢

市
有
明
町
南
１
）
※
実
技
は
J
A
い

わ
み
ざ
わ
情
熱
米
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
岩
見

沢
市
志
文
町
）

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
受
講
料　

　

3
8
3
7
5
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
労
働
基
準
協
会

　

☎
０
１
２
６
（
２
4
）
3
0
8
7

赤
十
字
雪
上
安
全
法
　
　
　

短
期
講
習

　

赤
十
字
の
基
本
理
念
を
理
解
し
、
雪

上
（
ス
キ
ー
場
）
で
の
思
い
が
け
な
い

事
故
か
ら
自
分
自
身
を
守
る
と
と
も

に
、
急
病
人
や
ケ
ガ
人
を
正
し
く
救
助

し
て
、
医
師
（
救
急
隊
員
な
ど
）
に
引

き
継
ぐ
ま
で
の
応
急
の
手
当
が
出
来
る

よ
う
に
、
雪
上
で
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
事
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◆
実
施
日
時

　
12
月
21
日
㈯　

正
午
～
午
後
4
時

◆
場

所　
　

栗
山
ス
キ
ー
場

◆
対

象

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
技
能
検
定
２
級
に

相
当
す
る
技
術
を
有
す
る
方

◆
受
講
料
　
　
無
料（
要
ス
キ
ー
用
具
）

◆
指
導
員

日
本
赤
十
字
社
雪
上
安
全
法
指
導
員

◆
申
込
期
限
　

　
12
月
10
日
㈫
（
事
務
局
に
申
し
込
み
）

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕

団
事
務
局　

道
下　

☎
�
6
3
7
0

●
道
路
の
周
辺

◦
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
管
な
ど
は
、
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い

布
を
つ
け
た
棒
な
ど
で
表
示
し

て
く
だ
さ
い
。

●
玄
関
先
の
雪
処
理

◦
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関

先
に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す

が
各
家
庭
で
処
理
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
道
路
わ
き
の
遊
び
は
危
険
！

◦
道
路
わ
き
の
雪
山
で
、
子
ど
も

が
ス
キ
ー
や
ソ
リ
遊
び
を
す
る

の
は
非
常
に
危
険
で
す
。
見
か

け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
落
雪
に
ご
注
意
を
！

◦
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
歩
道
に
面
し
て
い
る
屋

根
は
早
め
に
雪
を
下
ろ
し
た
り
、

雪
止
め
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
路
上
駐
車
・
車
両
放
置
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

◦
除
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路
上

に
出
す
人
を
見
か
け
た
ら
止
め

る
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

除
排
雪
の
効
果
が
半
減
し
ま
す
。

◦
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る

と
除
排
雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域

全
体
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
絶
対
に

や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。【問い合わせ】

　各町内会・自治会長を通してください
　町建設水道課
　総務管理グループ　☎ 73-7512
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危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日　

平
成
26
年
2
月
2
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
6
類
）、
丙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

乙
種
・
丙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

12
月
12
日
㈭
～
19
日
㈭

※
電
子
申
請
は
、
12
月
9
日
㈪
～
16
日
㈪

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日　

平
成
26
年
2
月
2
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

甲
種
（
第
１
～
５
類
）、
乙
種
（
第
１

～
７
類
）

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

12
月
12
日
㈭
～
19
日
㈭

※
電
子
申
請
は
、
12
月
9
日
㈪
～
16
日
㈪

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

日
ハ
ム
を
応
援
す
る
　
　
　
　

栗
山
の
会
会
員
募
集

◆
募
集
す
る
会
員
の
種
別

◆
栗
山
の
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員

　

大
人
・
小
人
（
小
学
生
以
下
）
４
０
０
０
円

※
球
団
事
務
局
よ
り
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー

ド
が
送
ら
れ
ま
す
。

○
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員
の
特
典

･
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
限
定
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
非
売
品
）

･
会
員
証
＆
ピ
ン
バ
ッ
ジ
＆
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
マ
ガ
ジ
ン

･
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売
＆
会
員
価
格

･
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

会
員
先
行

抽
選
予
約

･
来
場
プ
レ
ゼ
ン
ト
＆
来
場
ポ
イ
ン
ト

◆
栗
山
の
会
一
般
会
員

　

大
人　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
以
下
）　

 

１
０
０
０
円

○
栗
山
の
会
特
典

　

バ
ス
ツ
ア
ー
会
費
割
引

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応

援
す
る
栗
山
の
会　

高
杉

☎
0
9
0
（
8
7
0
6
）
3
8
4
9

募
集

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ　☎ 73-7509

国民年金保険料は、所得税および住民税の申告に
おいて全額が社会保険料控除の対象になります。
社会保険料控除を受けるためには、納付したこと
を証明する書類の添付が義務付けられています。
このため、平成 25 年 1 月 1 日から 9 月 30 日まで
の間に国民年金保険料を納付された方については
11 月上旬に日本年金機構本部から送付されている

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を年
末調整や確定申告の際に添付してください。※ 10
月 1 日から 12 月 31 日までの間に今年はじめて国
民年金保険料を納付された方については、平成 26
年 2 月上旬に送付されます。
なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、ご本人の社会保険料控除に加えることができ
ますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添
付のうえ申告してください。

国 民 年 金
年末調整・確定申告には 11 月
に送付された
社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が必要です

☎ 0570-070-117
控除証明書専用ダイヤル

（平成 26 年 3 月 15 日まで）

試
験

各種登記手続きの相談には、事前に電話で予約
をしてからお越しいただくようお願いします。

登記の相談は電話予約をしてから

【予約・問い合わせ】
札幌法務局岩見沢支局　☎ 0126-22-0619
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
　
　
　

園
児
募
集

◆
対

象　

満
３
歳
～
5
歳
児

◆
内

容

・
月
曜
日
～
金
曜
日
給
食

・
２
歳
～
３
歳
児
教
室
あ
り

・
早
朝
、
午
後
7
時
ま
で
預
か
り
あ
り

・
体
操
教
室
、
預
か
り
保
育
、
就
園
奨
励

補
助
制
度
あ
り

・
い
つ
で
も
見
学
可
（
案
内
致
し
ま
す
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園

　

☎ 

�
4
9
1
4

商
工
会
議
所
「
融
資
相
談
会
」

◆
日

時　

12
月
9
日
㈪

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

◆
内
　
　
容

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
北
支
店
と
の

共
催
に
よ
る
事
業
資
金
や
教
育
ロ
ー
ン

な
ど
の
融
資
相
談
会
※
要
事
前
予
約

◆
相
談
員

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
北
支
店
融
資

担
当

◆
会
場
・
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

無
料
人
権
相
談

い
じ
め
・
差
別
、
家
庭
内
で
の
暴
力
、

職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、
ス
ト
ー
カ
ー
や

不
動
産
・
金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
・

戸
籍
な
ど
法
律
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時

　

12
月
4
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
相
　
談
　
料　

無
料
（
予
約
不
要
）　

◆
相
談
員

　

栗
山
町
人
権
擁
護
委
員
、
札
幌
法
務
局

岩
見
沢
支
局
職
員

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

　

☎
0
1
2
6
（
2
2
）
0
6
1
9

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

12
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

12
月
18
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

町長と
くりやまの 　　 を語り合いませんか？

共に考え、共に話し合い、そして共につくりあげていく・・・くりやまの
未来について、町民の皆さんとより身近に語り合う「まちづくり懇談会」
を開催します。職場、団体など、どんな集まりでも町長が出向きます。ま
ちづくり・福祉・ボランティア・スポーツ関係・子育て世代の話題など、
どんなことでもかまいません。ご連絡をお待ちしています。

■対象団体
町内会、自治会、会社の仲間など 5 人以上のどんな集まりでも申
し込みいただけます。

■申し込み方法
希望される日時、場所を事前にお電話でお知らせください。会場
と日時を調整させていただきます。

■申込先・問い合わせ
町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

期間は 12 月から 1 月末までを予定しています。

相
談

December
12

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月
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無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

12
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　
町
　
　
へ

【
金
一
封
】

◆
教
育
寄
附
金
（
里
山
計
画
実
行
委
員
会

と
し
て
）

◇
飯
沼　

紀
さ
ん(

継
立)

◆
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
）、

社
会
福
祉
寄
附
金
（
日
本
赤
十
字
社
栗

山
分
区
と
し
て
）

◇
山
﨑
信
治
さ
ん(

松
風
３)

◆
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
）

◇
栗
の
実
俳
句
会(

鎌
田
幸
子
代
表)

　

◎住民票、年金　　 ☎ 73-7509
◎ゴミについて　☎ 73-7511
◎水道料金　　   ☎ 73-7514
◎確定申告・町税  ☎ 73-7505
◎納税の相談　　☎ 73-7506

◎予防接種、健診  ☎ 73-2256
◎児童、障がい者福祉　☎ 73-2222
◎高齢者・介護　  ☎ 73-2255
◎公営住宅、町営バス、道路
　　　　　　　　 ☎ 73-7512

栗山町役場（代表）
　☎ 72-1111

くらし電話帳

　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
大
聖
寺
（
継
立
）

◇
と
き
わ
町
内
会　
（
佐
藤
一
英
会
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
俱
子
会
長
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
山
﨑　

信
治
さ
ん(

松
風
３)

◇
角　
　

昌
幸
さ
ん
（
由
仁
町
）

◇
栗
山
菊
花
好
友
会
（
塚
本
虎
男
会
長
）

◇
橋
元
光
幸
さ
ん
（
角
田
）

　
泉
徳
苑
へ

【
金
一
封
】

◇
方
田
寺
（
角
田
）

◇
童
謡
を
唄
う
会
カ
モ
ミ
ー
ル（
由
仁
町
）

【
物　

品
】

◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
栗
山
詩
吟
愛
好
会
（
角
田
）

◇
江
別
ま
ご
こ
ろ
会
（
江
別
市
）

【
慰　

問
】

◇
童
謡
を
唄
う
会
カ
モ
ミ
ー
ル（
由
仁
町
）

◇
栗
山
詩
吟
愛
好
会
（
角
田
）

◇
江
別
ま
ご
こ
ろ
会
（
江
別
市
）

◇
栗
山
中
学
校
吹
奏
楽
部

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

ご
厚
意

     ■ 次号「広報くりやま 1 月号」の原稿締切は 12月13日㈮まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

相
馬
瑛え

い
じ二 

10/10

後
藤
柊し

ゅ
う
ご吾 

10/22

山
本
悠ゆ

う
せ
い誠 

10/28

久
保
櫂か
い
と音 

11/1

佐
々
木　

絆
き
づ
な 

11/7

誠
良

子

佑

也

千

穂

幸

生

雅

美

佑

介
唯

功

二

佳

子

お
め
で
た中

央
４

朝
日
４

松
風
２

湯

地

継

立

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

平
間
き
く
子 

82 

10/16 

保

雄

後
藤
年
男 

81 

10/18 

本

人

村
岡
良
平 

79 

10/18 

本

人

安
西
友
一 

79 

10/22 

本

人

清
野
金
作 

86 

10/22 

本

人

橋
元
ト
メ 

89 

10/31 

本

人

三
津
橋
和
子 
80 

10/31 

賢

一

河
田
サ
ダ
ヨ 
97 

11/4 

本

人

お
く
や
み継

立

中

里

継

立

松
風
３

角

田

角

田

大
井
分

湯

地

相
談

平成 25 年第 4 回栗山町議会定例会（6 月開催）において、
栗山町土地開発公社を解散する議決がされました。公社で
はその後、北海道知事から解散する認可を受け、来年の 2
月を目処に清算する手続きを進めています。
なお、公社が保有している財産は町へ帰属されることとな
ります。住宅団地の分譲や管理などの業務については、引
き続き町くりやまブランド推進室が行いますのでお知らせ
します。

　　　　　　　   が 解散 し、
業務は引き続き

　　　　　　　　　　　　へ

【問い合わせ】
町くりやまブランド推進室　☎ 73-7509
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

平成 25 年度  ふるさと応援寄附

10,245,253 円
4/1 ～ 11/15 までの総数

1,814 件
【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

12/27 28 29 30 31 1/1 2 3 4 5 6 7

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

役場本庁 通常 お休み 日曜
開庁 通常 お休み

（5日の日曜窓口開庁はお休みします）

総合福祉センター「しゃるる」
いきものの里ふれあいプラザ
スポーツセンター
勤労者福祉センター

通常 お休み

カルチャープラザ「Eki」 通常 お休み

角田農村環境改善センター
南部公民館
図書館
開拓記念館・泉記念館

通常 お休み

児童センター
いきいき交流プラザ 通常 お休み 通常 お休み

家庭ごみ・資源物の収集 通常 お休み 通常 お休み

町営バス 運行 お休み 運行 お休み

栗山赤十字病院 通常 お休み※救急の場合は救急外来

○年末年始業務カレンダー

お
休
み　

1
月
1
日
㈬
～
5
日
㈰

■
年
末
の
ご
み
収
集
日

　

12
月
31
日
㈫
ま
で
は
通
常
ど
お
り

■
年
始
の
ご
み
収
集
日

　

1
月
6
日
㈪
か
ら
は
通
常
ど
お
り

※
「
資
源
物
」「
農
村
地
区
」
は
～
1
月

8
日
㈬
か
ら
の
収
集

■
環
境
セ
ン
タ
ー
（
桜
山
）
へ
の
自
己
搬
入

　

年
末　

12
月
30
日
㈪
ま
で

　

年
始　

1
月
6
日
㈪
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

町
環
境
生
活
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
1

お
休
み　

12
月
31
日
㈫
～
１
月
５
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
2

お
休
み　

12
月
31
日
㈫
～
１
月
5
日
㈰

出
生
、
死
亡
の
届
出
は
受
付
し
ま
す
。

（
死
亡
届
に
伴
う
火
葬
許
可
書
の
発
行

は
、午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※
１
月
5
日
㈰
の
日
曜
窓
口
開
設
は
お
休

み
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
9

お
休
み　

12
月
31
日
㈫
～
１
月
５
日
㈰

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」、

い
き
も
の
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
「
栗

山
自
然
情
報
館
」、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
児
童

セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ

お
休
み　

12
月
31
日
㈫
～
１
月
6
日
㈪

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

お
休
み　

12
月
30
日
㈪
～
１
月
6
日
㈪

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
南
部

公
民
館
、
図
書
館
、
開
拓
記
念
館
、
泉

記
念
館

役
場
本
庁

町
営
バ
ス

そ
の
他
の
施
設

家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集

年
末
年
始
業
務
の
お
知
ら
せ

こ
れ
以
降
は
通
常

December
12

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月
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■リフト無料開放 !!
　スキー場オープン日は、終日リフトを無料開放します。
■オープンセレモニー
　12 月 21 日㈯　10：00 ～
■開設期間
　12 月 21 日㈯～ 3 月 9 日㈰　9：00 ～ 16：30
　※積雪によってオープンが延期する場合があります。
■問い合わせ
　栗山町スキー場　☎ 72-1725

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
夜
に
保
護
者
が

用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
子
さ
ん

に
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日

時

　

12
月
24
日
㈫

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

◆
対

象　

未
就
学
児
の

い
る
家
庭（
先
着
20
世
帯
）

◆
申
込
方
法　

町
内
保
育
所
・
児
童
セ
ン

タ
ー
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る

る
」で
配
布
す
る
申
込
用
紙
を
提
出

◆
申
込
期
間　

12
月
9
日
㈪
～
13
日
㈮

◆
申
込
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
５
２
２

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
町
青
年
団
協
議
会
（
太
田
）

　

☎
０
９
０
（
４
８
７
６
）
９
９
８
０

◆
日

時

　

1
月
14
日
㈫
・
21
日
㈫
・
28
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
0
時
30
分

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象　

20
歳
～
70
歳
の
方

◆
参
加
料　

１
５
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

◆
申
込
期
限　

1
月
13
日
㈪（
定
員
10
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

出
前
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

　栗山町スキー場

　　12 月 21 日（土）オープン

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

◆
日

時

　

12
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場

所　

開
拓
記
念
館

◆
内

容　

杵
と
臼
を
使
っ
た
昔
な
が

ら
の
も
ち
つ
き
や
、
石
臼
を
挽
い
て

き
な
粉
づ
く
り
を
体
験

◆
参
加
料　

一
人　

２
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
10
日
㈫

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

町
内
の
各
小
中
学
校
で
、
栗
っ
子
が

ど
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
て
い
る
か

見
学
し
ま
せ
ん
か
。

◆
栗
山
小
学
校

　

12
月
2
日
㈪　

高
学
年

　

12
月
３
日
㈫　

低
学
年

　

両
日
と
も
午
後
１
時
15
分
～
２
時

◆
継
立
中
学
校

　

12
月
10
日
㈫　

全
学
年

　

午
後
１
時
15
分
～
午
後
２
時
5
分　

◆
栗
山
中
学
校

　

12
月
13
日
㈮　

全
学
年

　

午
前
８
時
40
分
～
午
後
２
時
15
分

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　
中
国
の
民
族
版
画
・
十
二
支
と
剪せ

ん
し紙「
馬
」

◆
期

間　

１
月
７
日
㈫
～
19
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

◆
時

間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

◆
場

所　

図
書
館

◆
内

容

　

か
つ
て
中
国
の
家
々
の
壁
を
飾
り
、
現

在
は
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
「
民
間

版
画
・
十
二
支
」
と
午う

ま
ど
し年

に
ち
な
ん

だ
馬
の
剪せ

ん
し紙

（
切
り
絵
）
を
展
示
。

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

　
第
２
回
栗
山
の
古
写
真
展

◆
期

間　

12
月
29
日
㈰
ま
で

◆
場

所　

開
拓
記
念
館

◆
内

容　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
の
栗
山
の
街
並
み
や
産
業
、
生
活

の
よ
う
す
を
写
し
た
古
写
真
を
展
示

◆
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日（
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

◆
入
館
料　

小
・
中
学
生　

50
円

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
上　

100
円

※
町
内
小
中
学
生
は
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

親
子
も
ち
つ
き
の
集
い

地
域
公
開
授
業
参
観
日

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展

開
拓
記
念
館
特
別
展
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愛好家が集う＊くりやま音楽祭

音楽を愛する人たちの祭典「第21回くりやま音楽祭」(同実

行委員会主催)が、カルチャープラザ「Eki」で開かれ、個

人やグループで活動している音楽愛好家が日ごろの活動の成果

を披露しました。個人、グループ、団体に分かれ、ピアノやサック

ス、ハーモニカ、バンド演奏、合唱などをそれぞれ披露。演奏が

終わるたびに、会場を埋め尽くした来場者からたくさんの拍手

が送られていました。 　　　　　　　　　　　 （10月26日）

北海道スポーツ推進委員功労者表彰

栗山町スポーツ推進委員の高石賢治さん（松風3丁目）が、千

歳市民文化センターで行われた第55回北海道スポーツ推

進委員研修協議会で、北海道スポーツ推進委員功労者表彰を受

賞されました。高石さんは、6期12年にわたりスポーツの普及・

発展に寄与されました。受賞後に鈴木教育長のもとを訪れた高

石さんは「多くの仲間の支えがあって続けることができました。

今後もスポーツ普及・発展に尽くしたい」と話していました。 　

（10月29日）

自慢の歌声や舞踊を披露＊芸能祭

第46回栗山町芸能祭(栗山町文化連盟主催)が、カルチャー

プラザ「Eki」で開かれ同連盟に加盟する芸能部門のサー

クルが日ごろの練習の成果を発表しました。出演者は満員の観

客を前に、カラオケや民謡、詩吟、舞踊などを披露。また、今回

初めて郷土芸能の「銭だいこ」と「角田獅子舞」が友情出演し大

いにステージを盛り上げました。自慢の歌声や優雅な舞に、会

場からは大きな拍手が送られていました。

（11月2日～3日）

■日時／１月 12 日㈰　14：00 ～
■場所／カルチャープラザ「Eki」
■対象／平成 5 年４月２日～平成 6 年４月１日までに生まれた方
※就学や就職のため町外に住んでいる方も出席できます。希望され　 
　る方はご連絡ください。
■問い合わせ／教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

平成 26 年成人式平成 26 年成人式 くりの子クリスマス会
◆日　時　12 月 7 日㈯　午前 11 時～
◆場　所　図書館
◆内　容　
    人形劇「まんまるパン」、5 人のサンタのクリスマス、　
　ボードビル「恋するフォーチュンクッキー」、てじなで
　ポン !、うた遊び「あかはなのトナカイ」
◆問い合わせ
　おはなしボランティア「栗の子」
　小原富佐子　☎ 72-1648
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栗
山
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
昭
和

33
年
発
足
。
近
年
は
、
全
国
大
会
ベ
ス
ト

８
に
進
出
す
る
選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
熱

心
な
指
導
が
実
を
結
ん
で
い
る
。

　

栗
山
小
６
年
生
の
後
藤
大や

ま
と和
さ
ん
と
保

護
者
、
そ
し
て
指
導
者
か
ら
柔
道
少
年
団

の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

　

仲
間
と
一
緒
に
柔
道
を
し
て
い
る
と
き

が
一
番
楽
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
仲
間
と

大
会
で
戦
う
と
き
と
て
も
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
り
ま
す
。
札
幌
の
チ
ー
ム
に
ラ
イ
バ

ル
が
い
る
の
で
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
将
来
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
て
優
勝
で
き
る
選
手
に
な
り
た
い

で
す
。

　

平
日
の
練
習
の
他
に
月
に
一
回
程
度
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

と
指
導
者
で
企
画
を
し
て
ミ
ニ
運
動
会
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
親
子
レ
ク
も
し
て

い
ま
す
。
送
迎
は
保
護
者
で
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

挨
拶
や
返
事
な
ど
し
っ
か
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
体

連　載 　仲間と一緒に”からだ”と”こころ”を育てる場　  ＝スポーツ少年団訪問＝

栗山町柔道スポーツ少年団
[設 立]　昭和３３年　　　　[練 習 会 場]　スポーツセンター  
[団 員 数]　　　２１人　　　　[会 費]　5,000 円 / 年
[指 導 者 数]　　　　７人　　　　[用 具 費]　柔道着約 7,000 円（貸出用の柔道着有り）
[対 象 学 年]　小学 1 年～ 6 年生
[活 動 日]　4 月～ 10 月　水・木・金曜日（18：30 ～ 20：30）　11 月～ 3 月　月・水・木・金曜日（18：30 ～ 20：30）

連絡先
　事務局　佐藤裕介
　☎ 73-7505

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

が
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。
入
団
当
初
は
体

作
り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
体
や
技
術

が
成
長
し
て
く
る
と
、
試
合
を
経
験
す
る

た
び
に
勝
負
ご
と
に
対
し
て
真
っ
直
ぐ
向

き
合
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

子
ど
も
に
と
っ
て
財
産
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
厳
し
い
練
習
を
す
る
を

モ
ッ
ト
ー
に
子
ど
も
た
ち
に
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た

練
習
を
す
る
日
を
設
け
る
な
ど
、
練
習
方

法
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

選
手
た
ち
に
は
、
対
戦
相
手
も
含
め
て

自
分
が
柔
道
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く

れ
て
い
る
周
り
の
人
に
対
し
て
、
感
謝
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

＝
選
手
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
楽
し
い
と
思
う
と
き
は

＝
指
導
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
か

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
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■第 21 回手作り絵本作家になろう
 　自分の絵やおはなしで自由に絵本を作りましょう
　 日　時　12 月 22 日㈰　10：00～15：30
　 対　象　幼児～小学生（幼児は保護者付添い）
　　　　　 先着 15 人（12 月 1 日㈰から受付）

■冬休み！ブックマラソンを始めます
 　本を 1 冊借りるとスタンプ 1 個。スタンプを 20 個
　ためるとプレゼントをお渡しします。
　期　間　12 月 17 日㈫～ 1 月 26 日㈰
　場　所　図書館、くりくり号、角田・継立図書室、
　　　　　各小中学校

■特集コーナー
 　【一般向け】
　　「年末年始のお役立ち本」
　 　期　間　12 月 3 日㈫～ 12 月 29 日㈰
　 【子ども向け】
　　「北の動物たち」
　 　期　間　12 月 29 日㈰まで

■内　容　四季折々の美しい写真や動植物の写真を掲載
■価　格　500 円
■制　作　NPO 法人雨煙別学校
■協　賛　栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会、栗
　　　　　山オオムラサキの会、おっ鳥クラブほか
■販売先　白光堂書店、高杉商店、雨煙別小学校 コカ・
　　　　　コーラ環境ハウス、南部公民館、角田改善セ
　　　　　ンター、カルチャープラザ「Eki」、いきものの
　　　　　里ふれあいプラザ
■問い合わせ　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス　☎ 72-1696

自分だけのオリジナルキャンドルを作りキャンドルの
灯りとおいしいケーキで冬の夜を過ごしてみませんか？

【日 時】12 月 21 日㈯　14：00 ～ 17：30
【場 所】雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
【対 象】  小学 3 年生以上（小学 2 年生以下は保護者同伴）
【参加料】  1,500 円（保険料含む）
【服 装】  汚れてもよい服装
【持ち物】  軍手　
【申込み】  12 月 19 日㈭ 17：00 までに申込みください。

クリスマスキャンドルづくり　

　　【申込先・問い合わせ】雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
                                                  TEL&FAX 72-1696　E-mail: info@uenbetsu.jp

ハサンベツ里山学校

2014 年栗山ふるさとカレンダー完成

12 月 15 日㈰から販売開始！

定員
20人

栗山の作家と作る　手作りプレゼント

【場 所】　くりやまアートギャラリー Kiroru
　　　　　（北海道介護福祉学校向かい）

【対 象】　小学 3 年生以上（小学 2 年生以下は保護者同伴）

くりやまアートギャラリー Kiroru

■はがきに思いを・・・・
【日 時】　12 月 8 日㈰

　午前の部　午前 10 時～、午後の部　午後１時～
【講 師】　奥田秋湖（書家）
【参加費】　2,000 円　
【申込先・問い合わせ】E-mail: shushubeer@beige.plala.or.jp

■ドライポイント版画で Xmas カード作り
【日 時】　12 月 8 日㈰

　午前の部　午前 11 時～午後０時 30 分
　午後の部　午後 1 時～午後 2 時 30 分

【講 師】　古林玲美（銅版画家）
【参加費】　700 円
【申込先・問い合わせ】E-mail: fremi2x@gmail.com

■ちゃったと作ろう　オリジナルグラス
【日 時】　12 月 15 日㈰ 午前 10 時～午後 5 時
【参加費】　2,000 円
【問い合わせ】　ちゃった工房（中川）TEL＆FAX 72-3825

　　　　　　　E-mail: info@glass-chatta.com

事前申込

事前申込

申込不要

27 広報くりやま   2013.12



28

▼ 

12
月
21
日
の
栗
山
町
ス
キ
ー
場
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
ス
タ
ッ
フ
は
整
備
の
真

っ
最
中
で
す
。
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
な

ん
と
リ
フ
ト
無
料
。
ぜ
ひ
、
初
滑
り
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私
も
セ
ッ
ト
ス

キ
ー
を
持
っ
て
20
年
ぶ
り
に
ス
キ
ー
を

滑
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。　
（
丸
山
）

▼ 

朝
の
冷
え
込
み
で
車
の
ガ
ラ
ス
が
真

っ
白
に
凍
っ
て
し
ま
い
、
解
か
す
の
に

時
間
が
と
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
タ
バ
タ
す
る
朝
に
は
も
っ

た
い
な
い
時
間
で
す
。
そ
こ
で
ご
紹
介
。

夏
、
ガ
ラ
ス
に
雨
を
撥
水
さ
せ
る
洗
剤

を
塗
る
方
が
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
冬

に
も
塗
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
不
思
議

と
凍
り
に
く
く
な
り
時
間
を
節
約
で
き

ま
す
。
お
試
し
あ
れ
。　
　
　
　
（
渡
辺
）

▼ 

栗
山
町
産
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
が
、

お
い
し
い
お
米
の
日
本
一
を
決
め
る

「
米
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
グ
ラ
ン
プ
リ
と
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
と
り
ま
し
た
。
審
査

の
方
法
は
、品
種
・
生
産
者
な
ど
を
隠
し
、

純
粋
に
見
た
目
と
、
食
味
だ
け
で
採
点

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
お
米
の
お
い

し
さ
が
本
当
に
認
め
ら
れ
た
、
快
挙
と

い
え
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
の
お
米
を
食

べ
た
い
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
も
何
件

か
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、

「
大
人
の
事
情
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
の
お
米

だ
け
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
で
す
が
、
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
日
本

一
の
栗
山
産
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
藤
沢
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

平成25年11月1日現在（　）内は前月比　　人口　12,972  人  （－ 8）

人のうごき
世帯数　 6,058世帯（＋  6）男 6,034  人  （－12）

女 6,938  人  （＋   4）

継立中学校閉校式
継立中学校（木村尚之校長）の閉校式が 11 月 16 日、

在校生や、歴代教員、卒業生、保護者など約 280 人が参
加し実施されました。

椿原紀昭町長や関係者からの惜別の言葉や、全校合唱、
校旗返納などのセレモニーが行われ、最後に、湯地定暁
教育委員長が閉校宣言を行いました。

参加者全員による校歌合唱

在校生による合唱「ＨＥＩＷＡの鐘」
生徒会長西下珠

し ゅ り

令さん
の別れの言葉

校旗返納

継立中学校の環境教育の取組みを報告
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